
非常時の対応について〈地震、大雪等〉   

３学期始業式 1/8(木) 

                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校便りＮｏ.9 

令和 8年１月発行 

美星小学校 校長室 

新しい年が始まり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。３学期は、これまでの学びを振り返り、

次の学年へ向けて力を蓄える大切な時期です。日々の学習や生活に丁寧に向き合いながら「やりぬく力」を

発揮して、一層成長してほしいと考えています。 

さて、今年は午年です。干支では「丙午（ひのえうま）」にあたり、「前向きな変化や飛躍のきっかけが生まれ

やすい年」とも言われています。子どもたちが、チャレンジする気持ちを大切にしながら自信をもって進んでい

けるよう、保護者・地域の皆様と力を合わせて支えてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

あかまつ 

教育目標 : 豊かな心とふるさとへの誇りをもち、たくましく生きる美星っ子の育成 

雪がちらちらと舞う朝でしたが、冷え込みはさほどでもなかったため、大型ヒーターを点
つ

けて、 

体育館で行いました。始業式の前に、２年生と５年生の代表児童が、３学期に頑張りたいことを 

発表しました。（毎学期の始業式・終業式（修了式）で、２つの学年の代表児童が発表しています。） 

 

 
【始業式にあたり、次のことを話しました】 
 

〇今年は午年、こんな美星小にしていこう 

・馬は前へ前へと進む動物なので「前に進む力をくれる年」⇒前に進み挑戦することを応援する美星小 

・馬は見る範囲が広いので「視野を広げる年」⇒様々な見方や考え方を学び、新しい発見を増やしていく美星小 

・馬は群れで生活するので「友だちや周りの人と力を合わせる年」⇒友だちと力を合わせてやり遂
と

げる美星小 
 

〇「視野を広げる」とは    

いつも前だけ見ていると、見えるものは少ないですね。でも、左右や後ろも見てみると、 

もっとたくさんのものが見えます。これと同じで、自分の考えだけでなく、ほかの人の考え 

や新しいことにも目を向けることが「視野を広げる」ということです。いろいろな見方や考 

え方を知り、自分の世界が広がっていくと、新しい発見も増えていきます。そうした経験が積み重なることで、わくわ

くしたり、すごいぞと思えたり、希望がふくらんでいきますね。 

 

１月６日（火）、島根県を震源とする地震が発生しました。職員室では数秒前に緊急地震速報が鳴り、職員は心

構えをすることができました。児童クラブで過ごしていた子どもたちも、指導員の方の誘導のもと、無事、運動場に

避難していました。この機会に、４月にお知らせしています非常時の対応について、改めて確認させていただきます。 
 

【震度５弱以上の地震発生時】  

〇前日の午後 5時～当日の登校時刻までに発生した場合は、臨時休業とします。 メール配信はしません。 

 〇在校中に発生した場合は、学校配信メールで今後の対応についてご連絡します。 
 

【大雪等】 

〇大雪の場合や積雪によるスクールバスの運行が困難な場合は、臨時休業とします。 

臨時休業の場合は、学校配信メールでご連絡します。 

※非常時の対応については、ホームページからでもご確認できます。 
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12/19(金) ２年  

おもちゃのチャチャチャ（生活科） 

 １年生を招待して、２年生が作っ 

たおもちゃで遊びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/13(火) 

縦割り班あそび 

「子どもは風の子」と言われるよう
に、寒風に負けず、元気にフリスビー
や長縄跳びなどをして遊びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/14(水)  

２・３年 九九マスター大作戦 

更生保護女性会の方にご協力をいた
だいています。今回は、２年生に加え、復
習も兼ねて３年生も参加しました。 

 

 

 

 

豊かな心の成長に向けて 

スクールカウンセラーが講師となり、【レジリエンス（立ち 

直れるしなやかな心）を高めよう】というテーマで、心の教 

育を実施しました。グループになり、１回目は「自分の強み 

を語ろう」、２回目はメンバーを変えて「自分の立ち直り体験を語ろう」について、順番に自分の思いを述べ、他 

の人は質問をしたり、感想を述べたりしました。和やかな雰囲気の中、話が弾んでいました。 

家族や友人から良いサポートが得られる人ほど、ストレスの多い状況でより柔軟に立ち直ることができるそうです。 

 

 

５年 

1/14(水) 5・６年 美星の魅力を伝えよう（総合的な時間の学習） 

5・6年生は美星の魅力を伝えるため、
ポスターや動画を使ったPR活動に取り組
んでいます。この日は、井原市役所観光交
流課の方を講師にお招きし、PRのコツな
どを教えていただきました。また、美星の星
空を守る地域の方々の思いを伝えることも
大切だというアドバイスもいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

みんなちがって みんないい ～ 性の多様性に関する保健指導 ～ 

身体測定後、養護教諭が絵本を活用しながら、性の多様性について話をしました。 

１・２年：「表現の性」を個性としてとらえ、お互いを大切にすることについて 

３・４年：「表現の性」や性的な役割にとらわれず、自分らしさや友だちの思いを大切にすることについて 

５・６年：「4つの性」＋これからの生き方や多様性を尊重することについて 
 

【４つの性】 

①身体の性…生まれつきの身体的特徴による性。 

②心の性…自分の性をどう感じているか。(例)「自分は女性だ」「男性だ」「どちらでもない」などの内面的な認識。 

③表現の性…服装、言葉づかい、しぐさなど、外に表れる性のあり方。（例）例：女性的・男性的・中性的。 

④好きな性…どの性の人を好きになるか。（例）異性が好き、同性が好き、どちらも好き、誰にも恋愛感情を持たない。 
 

性は一つの軸ではなく、複数の要素が組み合わさって成り立っており、その組み合わせは人によって異なり

ます。多様性を理解すること（自分を大切にし、他者の個性も尊重すること）は、これからの人権意識の向上に

もつながっていきます。 

 

 

「身体的な性」「心の性」「（自分の）好きな性」「表現する性」 

さて、今年は午年です。干支では「丙午（ひのえうま）」にあたり、「前向きな変化や飛躍のきっかけが生まれや

すい年」とも言われています。子どもたちが、チャレンジする気持ちを大切にしながら自信をもって進んでいけるよ

う、保護者・地域の皆様と力を合わせて支えてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

６年 スクールカウンセラーによる心の教育 1/15(木)  


